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港
新
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５
０
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井

藤

藤

藤

港
合
同

戦
後
港
区
で
中
小
企
業
の
労

働
運
動
を
リ
ー
ド
し
た
全
国
金

属
機
械
労
働
組
合
港
合
同
田
中

機
械
支
部（
南
市
岡
）執
行
委
員

長
の
大お

お

和わ

田だ

幸こ
う

治じ

さ
ん
が
三
月

十
七
日
、
入
院
先
の
病
院
で
亡

く
な
り
ま
し
た
。
享き

ょ

年う
ね

八ん

五
。

◆
数
々
の
争
議
を
指
導

大
和
田
さ
ん
は
一
九
二
七
年

天
王
寺
区
に
生
ま
れ
、
一
九
四

六
年
、
南
市
岡
の
三
菱
化
工
機

（
後
の
田
中
機
械
）
に
仕
上
げ

・
組
立
工
と
し
て
入
社
、
労
働

組
合
に
加
入
。
執
行
委
員
、
副

組
合
長
な
ど
を
歴
任
。
社
外
工

の
本
工
化
や
女
性
差
別
賃
金
撤

廃
な
ど
全
国
的
に
も
先
進
的
な

労
働
条
件
改
善
を
次
々
と
実
現

し
ま
し
た
。
六
四
年
に
は
全
金

加
盟
を
果
た
し
、
港
合
同
事
務

局
長
、
田
中
機
械
支
部
委
員
長

に
就
任
。
六
五
年
に
は
資
本
の

ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
第
二
組
合
結

成
・
分
裂
攻
撃
を
打
ち
破
り
、

六
七
年
に
統
一
。
以
後
、
数
々

の
労
働
組
合
結
成
や
労
働
争
議

を
指
導
し
て
き
ま
し
た
。

◆
歴
史
的
な
田
中
機
械
闘
争

と
り
わ
け
自
ら
の
職
場
で
あ

る
田
中
機
械

を
舞
台
に
闘
わ

れ
た

破
産
突
破
闘
争

（
一

九
七
八

一
九
八
九
年
）で
は
、

企
業
に
よ
る
自
己
破
産
、
全
員

解
雇
、
暴
力
団
を
使
っ
た
脅
し

な
ど
資
本
の
総
力
を
挙
げ
た

攻
撃
に
対
し
、
工
場
占
拠
・
自

主
生
産
な
ど
の
実
力
闘
争
を
基

軸
に
、地
域
労
働
者
と
の
連
帯
、

さ
ら
に
は
法
廷
闘
争
を
も
結
合

さ
せ
て
絶
対
不
利
な
局
面
を
打

開
。
歴
史
的
な
勝
利
に
導
き
、

日
本
労
働
運
動
に

港
合
同
田

中
機
械
支
部

の
名
を
轟と

ど

かろ

せ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
勝
利

を
以も

っ

て
港
合
同
は
名
実
と
も
に

労働運動に生涯を捧げた
大和田幸治さん（写真は

年夏 大空襲の体験
を語る集い で）

関
西
の
中
小
労
働
運
動
の
拠
点

と
な
り
ま
し
た
。

◆
高
齢
で
も
第
一
線
で

大
和
田
さ
ん
は
高
齢
に
達
し

て
も
第
一
線
に
立
ち
続
け
ま
し

た
。
〇
三
年
に
は
本
紙

戦
争

体
験

欄
で
自
ら
の
空
襲
体
験

を
語
り
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
犯

罪
を
糾
弾
す
る
と
共
に
、
戦
後

左
翼
運
動
の
弱
点
を
も
鋭
く
指

摘
し
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災

後
に
は
平
和
と
福
祉
を
掲
げ
る

み
な
と
代
表
理
事
と
し

て

大
空
襲
の
体
験
を
語
る
集

い

に
出
席
、
原
発
災
害
の
根

本
原
因
で
あ
る
戦
後
社
会
の
在

り
方
に
警
鐘
を
発
し
ま
し
た
。

◆
闘
争
が
紡
い
だ
名
言

こ
う
し
た
六
十
数
年
の
闘
争

か
ら
紡つ

む

ぎ
出
さ
れ
る
一
言
一
言

に
は
千せ

ん

金き
ん

の
重
み
が
あ
り
、
会

社
は
な
く
な
っ
て
も
労
働
者
の

生
活
権
・
団
結
権
は
な
く
な
ら

ん

企
業
の
塀へ

い

を
越
え
た
地

域
共
闘
が
労
働
者
を
守
る

争

議
支
部
は
闘
い
の
学
校

労

働
者
は
仲
間
を
裏
切
ら
な
い

受
け
た
恩
義
は
運
動
で
返
す

な
ど
の
名
言
は
今
な
お
労
働
者

の
心
に
生
き
続
け
て
い
ま
す
。

◆
最
後
ま
で
指
導
続
け
る

港
合
同
組
合
員
に
よ
る
と
、

亡
く
な
る
一
週
間
前
の
学
習
会

で
は
橋
下
市
長
の
団
結
権
破
壊

に
反
撃
の
檄げ

き

を
飛
ば
し
、
三
日

前
ま
で
組
合
事
務
所
で
指
導
を

続
け
て
い
ま
し
た
が
、
入
院
か

ら
僅わ

ず

か
二
十
時
間
後
の
三
月
十

七
日
午
前
八
時
十
一
分
、
組
合

員
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
息
を
引

き
取
り
ま
し
た
。
闘
争
に
明
け

暮
れ
た
活
動
家
に
相ふ

さ

応わ

し
い
、

壮
絶
か
つ
堂
々
た
る
最さ

い

期ご

だ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

ぎ
ょ
ろ
り
と
凄す

ご

味み

の
あ
る

目
、
寡か

黙も
く

だ
が
素
朴
で
分
か
り

易
い
言
葉
遣
い
、
そ
し
て
時
折

は
に
か
む
よ
う
に
こ
ぼ
す
笑
顔

が
印
象
的
だ
っ
た
大
和
田
幸
治

さ
ん
。
文
字
通
り
全
て
を
労
働

運
動
に
捧
げ
た
生
涯
で
し
た
。

著
書
に

企
業
の
塀
を
こ
え

て

（
二
〇
〇
一
年
ア
ー
ル
企

画
発
行
）
な
ど
。

■
ベ
ー
カ
リ
ー
カ
フ
ェ

あ
い

ら
ぶ
工
房

５
周
年
感
謝
セ
ー

ル

四
月
二
十
七
日
（
金
）
十

十
六
時
。
ろ
うち

重ょ
う

複ふ
く

障
害
者

の
働
く
場

あ
い
ら
ぶ
工
房

が
二
〇
〇
七
年
四
月
に
オ
ー
プ

ン
し
て
五
年
。
日
頃
か
ら
の
地

域
へ
の
感
謝
を
込
め
て
パ
ン
全

品
百
円
で
販
売（
食
パ
ン

喫

茶
ク
ッ
キ
ー
除
く
）
。売
り
切

れ
次
第
終
了
。
問
合
せ
は
同
工

房
（
港
晴
一

七

四
、
港
晴

小
学
校
南
西
向
か
い
。

四
三
九
五

七
五
八
八
、

四
三
九
五

七
五
八
九
）へ
。

■
ワ
ー
ク
み
な
と

東
北
食
品

市

東
日
本
大
震
災
で
被
災

し
た
福
島
県
い
わ
き
市
の
障
害

者
作
業
所
が
作
っ
た
食
品
を
販

売
し
、
復
興
努
力
を
物
心
両
面

で
支
援
。
毎
月
第
二
・
第
四
火

曜
十
五
時
半

（
売
切
御
免
）
。

地
元
産
の
材
料
と
昔
な
が
ら
の

製
法
に
よ
る
体
と
心
に
や
さ
し

い
豆
腐
・
ケ
ー
キ
・
抹
茶
・
レ

ー
ズ
ン
等

ワ
ー
ク
み
な
と
は

就
労
継
続
支
援

型
の
指
定
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
（
夕

凪
二

六

三
、

・

六
五
七
一

七
五
一
一
）。

■
放
射
能
と
原
発

知
ろ
う
、

語
ろ
う
、
行
動
し
よ
う

第
３

回

も
ん
じ
ゅ

明

か
さ
れ
た
真
実

等
の
上
映
・

学
習
・
感
想
会
。
四
月
二
十
一

日
（
土
）
十
四

十
六
時
、
三

里
塚
産
直
野
菜
の
会
（
磯
路
二

三

九
、三
社
神
社
南
す
ぐ
）

で
。
参
加
無
料
。

六
五
七
二

〇
一
三
〇
同
会
。

■
自
閉
症
児
を
応
援
す
る
気
エ

ネ
ル
ギ
ー
ワ
ー
ク

プ
ロ
の
気

エ
ネ
ル
ギ
ー
療
法
士
が

自
閉

症
児
の
体
や
心
が
少
し
で
も
楽

に
な
れ
ば

と
続
け
て
い
る
。

気
楽
な
参
加

を
呼
び
か
け
。

参
加
費
無
料
。
要
予
約
。
毎
月

第
二
・
第
四
土
曜
（
四
月
二
十

八
日
、
五
月
十
二
、
二
十
六
日
）

十
五

十
八
時
に
松
井
整
骨
院

内
で
。弁
天
四

一
〇

二
六
、

六
五
七
二

一
一
六
五
。

■
ム
チ
打
ち
（
首
・
腰
）
無
料

相
談
会

四
月
二
十
二
日（
日
）

十

十
八
時
に
行
政
書
士
の
む

ら
事
務
所
（
築
港
三

七

一

六
〇
八
）
で
。
交
通
事
故
で

ム
チ
打
ち
に
な
っ
た
被
害
者
が

対
象
。
一
人
約
一
時
間
。

ど

う
し
た
ら
正
当
な
補
償
が
得
ら

れ
る
か
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

す

事
故
後
、
早
め
の
相
談

が
良
い
結
果
に
つ
な
が
り
ま

す

（
同
事
務
所
・
野
村
光
恵

さ
ん
）
。
電
話
（
六
五
七
六

六
〇
七
八
）
か

メ
ー
ル
（

＠

）
で
要
予
約
。

■
弁
天
小
学
校

周
年
合
同
同

窓
会
の
お
知
ら
せ

四
月
二
十

二
日
（
日
）
十
四
時

十
五
時

半
に
同
校
多
目
的
室
（
講
堂
上

三
階
）
で
。
対
象
は
第
一
期

第
二
十
五
期
卒
業
生
（
昭
和
三

十
七
年
四
月
二
日
生
ま
れ

同

六
十
二
年
四
月
一
日
生
ま
れ
）。

主
催
は
弁
天
小
学
校
創
立
五
十

周
年
事
業
準
備
委
員
会
。
連
絡

は
同
校
中
村
教
頭
（

六
五
七

三

五
八
一
二
）
ま
で
。

■

（
緑
の
地
球
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）

中
国
山
西
省
の
黄こ

う

土ど

高
原
で
九
二
年
か
ら
緑
化
協

力
を
続
け
る
認
定
特
定
非
営
利

活
動
法
人
。
次
の
よ
う
な
協
力

方
法
が
あ
る
。

会
員
に
な
る

年
会
費
一
万
二
千
円

会
報

を
購
読
す
る

年
間
二
千
円

絵
は
が
き

黄
土
高
原
の
花

を
購
入
す
る

八
枚
組
三
百
円

ビ
デ
オ

よ
み
が
え
る
森

を
購
入
す
る

三
十
分
五
千
円

黄
土
高
原
ワ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア

ー
に
参
加
す
る

そ
の
つ
ど
案

内

自
然
と
親
し
む
会

に
参
加
す
る

五
月
十
三
日

（
日
）
十
時

十
五
時
半
、
太

子
町
の
人
工
林
を
間か

ん

伐ば
つ

し
里
山

保
存
に
貢
献（
参
加
費
三
百
円
、

申
込
締
切
五
月
八
日
）

い
ず

れ
も
詳
細
は

の
事
務
所

（
市
岡
一

四

二
四

五
階
、

六
五
七
六

六
一
八
一
）へ
。

人
間
の
知
恵
？

（
池
島
１
勝か

つ

部べ

泰や
す

臣お
み

歳
）

一
年
前
の
あ
の
災
害
で
二
つ

の

世
界
一

が
崩
れ
た
。
ギ

ネ
ス
も
認
め
た
宮み

や

古こ

市
の
防
波

堤
。
そ
し
て

世
界
一
安
全
な

日
本
の
原
発

。
防
波
堤
を
信

じ
た
人
は
逃
げ
遅
れ
、
昔
か
ら

の
云
い
伝
え

て
ん
で
ん
こ

を
守
っ
た
人
は
助
か
っ
た
。
原

発
は
ど
う
か
。
フ
ク
シ
マ
の
名

と
共
に
、
電
源
と
冷
却
機
能
が

無
く
な
っ
た
ら
原
発
は
た
ち
ま

ち
あ
ん
な
重
大
事
故
に
な
る
ん

だ
と
世
界
の
多
く
の
人
が
知
る

こ
と
に
。
テ
ロ
に
脅お

び

え
る
ア
メ

リ
カ
は
オ
大
統
領
が
核
テ
ロ
に

対
処
を
と
叫
ぶ
。
原
発
主
導
国

は
あ
ん
た
の
国
じ
ゃ
な
い
の
。

放
射
能
汚
染
、
廃
棄
物
処
理

何
一
つ
先
が
見
え
て
い
な
い

今
、
や
れ
停
電
に
な
っ
た
ら
ど

う
す
る
、
経
済
の
停
滞
で
諸
外

国
に
後お

く

れ
を
取
る
だ
の
と
目
先

の
事
だ
け
し
か
考
え
な
い
推
進

派
。サ
ミ
ッ
ト
で
日
本
の
首
相
、

人
間
の
知
恵
が
問
わ
れ
て
い

る

と
。
世
界
唯
一
の
核
被
爆

国
と
し
て
、
こ
の
災
害
を
教
訓

に
、
脱
原
発
へ
舵か

じ

を
切
り
換
え

る
こ
と
こ
そ
、
長
い
目
で
見
た

日
本
人
の
知
恵

だ
と
思
う
。

瓦が

礫れ
き

受
け
入
れ
で
な
く

人
の
受
け
入
れ
こ
そ
！

（
市
岡
元
町
・

歳
男
性
）

先
日
、
あ
る
集
い
で
、
子
ど

も
を
被
曝
の
危
険
か
ら
守
る
た

め
に
福
島
か
ら
大
阪
へ
移
住
し

て
き
た
人
の
話
を
聞
き
ま
し

た
。
既
に
我
が
子
に
は
甲
状
腺

被
曝
の
症
状
が
出
て
い
る
と
の

そ
れ
だ
け
に
、
経
営
が
大
変
だ

と
い
う
訴
え
に
は
心
が
痛
み
ま

す
。
そ
こ
で
、
部
数
を
減
ら
し

て
経
費
を
少
し
で
も
節
減
し
た

ら
ど
う
で
し
ょ
う
。
私
の
見
る

と
こ
ろ
で
は
、
真
面
目
に
隅
々

ま
で
配
布
し
過
ぎ
て
、
無
駄
も

ざ
わ
ざ
広
域
処
理
す
る
の
で
し

ょ
う
。
そ
こ
に
は
、
受
け
入
れ

を
表
明
し
た
静
岡
県
の
島
田
市

長
が
地
元
の
産
廃
業
者
の
重
役

で
あ
る
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う

に
、
阪
神
大
震
災
の
時
の
数
倍

の
単
価
で
利
益
の
上
が
る
公
共

事
業
（
税
金
が
投
入
さ
れ
る
）

の
奪
い
合
い
が
あ
り
ま
す
。
政

府
の
美
談
や
報
道
の
か
ら
く
り

に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
真

実
を
見
抜
き
、
被
災
地
の
た
め

に
本
当
に
役
立
つ
行
動
を
起
こ

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

無
駄
な
配
布
な
く
し
て

少
し
で
も
経
費
節
減
を

（
区
内
・
男
性
読
者
）

毎
号
、
庶
民
の
立
場
に
立
っ

た
報
道
姿
勢
に
感
心
し
な
が
ら

読
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

こ
と
。
そ
の
中
で
今
、
岩
手
の

瓦
礫
を
大
阪
に
受
け
入
れ
る
話

が
あ
り
ま
す
が
、そ
の
人
は
放

射
能
は
拡
散
す
べ
き
で
な
い

と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ

う
で
は
な
く
、
被
災
者
の
こ
れ

以
上
の
被
曝
を
防
ぐ
に
は

人

を
受
け
入
れ
て
ほ
し
い

、
ま

た
、
地
元
を
離
れ
る
こ
と
が
出

来
な
い
現
地
の
人
た
ち
に
は

汚
染
さ
れ
て
い
な
い
安
全
な

食
物
を
送
っ
て
ほ
し
い

と
。

陸り
く

前ぜ
ん

高た
か

田だ

で
地
元
の
人
を
守
る

た
め
奔ほ

ん

走そ
う

し
て
お
ら
れ
る
市
長

は

瓦
礫
を
地
元
で
処
分
し
た

い
。
そ
の
方
が
地
元
に
雇
用
が

生
ま
れ
、
復
興
に
繋つ

な

が
る

と
。

し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
国
に
伝

え
る
と
、

認
可
に
二
年
以
上

か
か
る

と
規
制
さ
れ
た
そ
う

で
す
。
で
は
、
何
の
た
め
に
わ

あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
が

。

港
新
聞
か
ら

節
減
は
経

費
の
全
分
野
で
行
な
っ
て
お

り
、
戸
別
配
布
に
も
バ
イ
ト
を

雇
わ
ず
、
ま
た
名
前
の
な
い
ポ

ス
ト
に
は
入
れ
な
い
な
ど
の
調

整
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ

以
上
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

た
だ
、
真し

ん

摯し

で
温
か
な
ご
提
言

に
は
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

生
活
保
護
の
裏
面
の

取
材
も
ほ
し
か
っ
た

（
池
島
・

代
男
性
）

増
え
続
け
る
生
活
保
護
人

口
（
前
号
１
面
）
を
読
ん
で
。

受
給
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
は

分
か
り
ま
し
た
が
、
生
活
保
護

を
奨
励
し
て
い
る
よ
う
に
も
受

け
取
れ
ま
し
た
。
私
が
知
っ
て

い
る
受
給
者
の
中
に
は
、
仕
事

読者の皆さんの投稿を歓迎します。内容は自由ですが、掲載・

不掲載の決定や文章上の調整は本紙で行ないます。匿名でもかま

いませんが、内容確認などのため、必ず本紙と連絡がとれるよう

お願いします。手紙かハガキかファクスで送って下さい。

読
者
の
作
品
か
ら
辻
悦
子
さ
ん

（
市
岡
元
町
３
）
の
絵
手
紙

が
出
来
る
の
に
昼
間
か
ら
酒
を

飲
ん
だ
り
パ
チ
ン
コ
を
し
た
り

し
て
い
る
男
性
、
服
を
買
い
ま

く
っ
て
い
る
女
性
な
ど
が
い
ま

す
。
確
か
に
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
我

慢
し
た
末
に
申
請
す
る
人
も
多

い
と
は
思
い
ま
す
が
、
国
や
自

治
体
の
財
政
が
苦
し
い
時
に
、

こ
う
い
う
無
駄
な
支
給
も
あ
る

と
い
う
裏
面
の
取
材
も
し
て
ほ

し
か
っ
た
。

港
新
聞
か
ら

ご
指
摘
の

よ
う
な
事
実
は
本
紙
も
把
握
し

て
い
ま
す
が
、こ
の
記
事
で
は
、

政
治
に
よ
る
貧
困
化
の
深
ま
り

と
、
真
面
目
に
働
い
て
い
る
限

り
生
存
権
は
保
障
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
に
関
心

を
集
中
し
て
も
ら
う
こ
と
に
的

を
絞
り
ま
し
た
。
詳
し
く
読
ん

で
頂
き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

港 新 聞労働運動・催し・読者（ ） 第 号 平成 年（ 年） 月 日 日曜日労働運動・催し・読者


